
３平成24年（2012）12月

上下水道料金を上下水道料金を
クレジットカードクレジットカード
で支払えますで支払えます

○一度のお手続きで上下水道料金の自動引き落としができ、便利です。
○24時間365日インターネットの「Yahoo!公金支払い」で手続可能。

　県営水道では、インターネットの「Yahoo!公金支払い」を通じて、上下
水道料金のクレジットカード払いの申込みを受け付けておりますので、
ぜひご利用ください（逗子市のお客さまを除きます（逗子市のお客さまの
受付開始時期は、改めてご案内させていただきます））。

　パソコン、携帯電話から24時間インターネットを通じてのお申込みが
できます（申込書による受付は行っておりません）。お申込みの際は、「使
用者番号」及び「お客様番号」（平成24年8月検針分以降の「上下水道使用
量のお知らせ」又は「上下水道料金のお知らせ兼領収書」に記載）をお手元
にご用意ください。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f8002/p28739.html

運搬

しゅんせつの様子

相模湾における養浜の様子

神奈川県を支える水源～相模川と酒匂川～
県内水源の9割を賄っているのが、相模川と酒匂川県内水源の9割を賄っているのが、相模川と酒匂川～相模川と酒匂川もその源は富士山！～～相模川と酒匂川もその源は富士山！～

神奈川県営水道の上水道水源

72.1%72.1%
相模川水系

その他 2.7%2.7%

25.2%25.2%
酒匂川水系

■ 県営水道の給水区域においては、主にこれら相模川水系と酒匂川水系の水を用い
て、県央・湘南地区など12市6町に、安全で安心な水道水を毎日提供しています。
■ 神奈川県の水源の約9割は、富士山を源とする相模川と酒匂川でまかなわれてい
ます。
■ 相模川水系、酒匂川水系に設けられたダムは、水道水の確保のほかに、水力発電、洪
水の低減や、川の水の安定供給などの役割を果たしています。

相模湖のしゅんせつ土砂の一部を
相模湾の養浜材として活用しています。
相模湖のしゅんせつとは相模湖のしゅんせつとは
　ダムの宿命である堆砂を除去し、容量の回復を図る
ため、船による水中掘削を毎年行っています。

海岸養浜材への活用海岸養浜材への活用
　相模湖のしゅんせつ土砂の一部は、県が行っている
相模湾沿岸の海岸浸食対策の養浜材として活用されて
います。

　県営水道では、水道を利用するお客さまのご意見
やご提言を活かし、よりご満足いただける水道事業
を目指すため、平成20年度から神奈川県営水道モニ
ター制度をスタートさせました。
　平成25年度 神奈川県営水道モニターの募集につ
きましては、来年2月頃を予定していますので、ホー
ムページや「さがみの水」3月号をご覧ください。
　これまでの詳しい活動内容はホームページで紹介
しています。ぜひご覧ください。
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f41151/p28637.html

平成25年度平成25年度
神奈川県営水道モニターの神奈川県営水道モニターの
募集について募集について

箱根地区箱根地区
水道事業水道事業
包括委託包括委託にに
ついてついて

　県営水道では、民間事業者による水道事業運営の実績づくりを支
援する取組として「箱根地区水道事業包括委託」を実施します。
　詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f300699/
問い合わせ先　県企業庁計画課蕕045-210-7260

平成23年度
　平成23年度の収支状況は、景気の低迷や東日本大震災などの影響により、水道料金の大幅な減収となりましたが、企業債残高の減少に努めるなどの様々なコスト削減の
結果、黒字を確保することができました。

水道水をつくり、ご家庭にお届けするための経費とその財源

　平成24年4月1日に地方公営企業法の一部改正が施行され、平成23年度
決算から資本制度の見直しが適用されました。また、平成26年度予算から
会計制度の見直しが適用されます。詳しくは、ホームページで今後お知らせ
する予定です。

◉収益的収支

上記単価は、収入及び支出決算額を送水量（浄水場で浄水した水を送った水量）
3億5,449万余㎥で除した額

1㎥の水道水に係る費用の内訳（円） 水道水1㎥あたりの収入の内訳（円）

水道施設を建設・改良するための経費とその財源◉資本的収支

県営水道の決算の概要についてお知らせします県営水道の決算の概要についてお知らせします

その他支出
94億5千万円

当年度純利益
8億2千万円

水道料金
503億4千万円

お客さまから
いただいた水道料金

水道利用加入金
18億1千万円

お客さまの水道管の
新設や増径時にいた
だいたお金

支払利息
42億1千万円

水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息

減価償却費
132億円

長期利用する施設の
1年毎の価値の減少分を
費用化したもの

受水費
152億9千万円

神奈川県内広域水道
企業団から浄水処理
をした水を買う費用

修繕費
54億6千万円

水道施設等の修理費

薬品費
4億3千万円

浄水処理をする
ための薬品代 動力費

14億2千万円

浄水場などを運転
するための電気代

人件費
69億5千万円

その他収入
50億8千万円

支出
564億
1千万円

収入
572億
3千万円

開発費等
1億2千万円

企業債等
76億2千万円

企業債などの借入金

負担金等
9千万円

原因者工事負担金
などの収入

補てん財源
141億8千万円

現金支出を伴わない
減価償却費などによる
内部留保資金等で補てん

企業債等償還金
102億8千万円

水道施設をつくるために
借り入れたお金の元金を
返済する経費

建設改良費
114億9千万円

水道施設を建設したり、
老朽化した施設を更新
するための経費

支出
218億
9千万円

収入
77億
1千万円

【収益的収入】
572億３千万円
（前年度比96.7％）
　収入の大部分を占める
水道料金が、東日本大震
災等の影響により使用水
量が減少したことから、
前年度と比較して約19
億8千万円の減少となり
ました。
【収益的支出】
564億１千万円
（前年度比97.7％）
　修繕費が減少したこと
や、企業債借入額の減少
により支払利息が減少し
たことから、前年度と比
較して約13億5千万円の
減少となりました。

【資本的収入】
77億１千万円
（前年度比61.6％）
　地震等の災害対策や老朽管更新等
の事業を実施するにあたり、不足す
る財源として企業債の借入などを行
いました。

【資本的支出】
218億９千万円
（前年度比84.6％）
　「災害に強い水道づくり」や「より
安全でおいしい水の供給」に向けて、
老朽管の取替えや、水道管の耐震化
を進めるとともに、別の浄水場や他
事業体からの水が供給できるように
連絡管を整備しました。
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人件費 20円 動力費 4円

薬品費 1円

合計
159円

修繕費 15円

受水費 43円

減価償却費 37円

支払利息 12円

その他支出 27円
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合計
161円

その他収入 14円
水道利用加入金 5円

水道料金 142円

意見交換会の様子

寒川浄水場見学の様子


